
科目名 
母性看護Ⅲ 

（妊婦・産婦・褥婦および新生児の看護） 

DP3  

DP4 
看護高等課程 

学年 1年 分野 
専門 

母子看護 
時間数 12時間 

担当 

教員 
金井 督之 

科目 

概要 

女性のライフサイクルの中でも、妊娠・出産・育児は女性とその家族において重要な出来事である。母子と

ともに正常な経過をたどり、対象者自身がセルフケア行動をとることができ、健康を自ら増進していけるよ

うに支援する必要がある。一方で、妊娠・分娩・産婦・新生児期には劇的な身体的・心理的変化が起こる。

この過程が順調に進まないと、母子の生命や健康が脅かされる可能性があることを踏まえ、それらの支援が

行えるような看護を学ぶ。 

到達 

目標 

1.妊娠・分娩・産褥・新生児の正常な経過に合わせた日常生活の援助が理解できる。 

2.妊娠・分娩・産褥期の異常時の特徴をとらえ、観察の視点を理解できる。 

回数 単元項目 授業内容 形態 担当教員 

1～6 

妊婦の看護 
妊婦の身体、生理・社会的特徴と看護、妊婦の看護、

産婦の身体、心理・社会的特徴と看護 

講義 

演習 
金井 

産婦・褥婦の看護 
分娩各期の看護、分娩に必要な設備と備品、褥婦の身

体、心理・社会的特徴と看護、褥婦の看護 

新生児の看護 
出生直後から退院時までの新生児の看護、育児指導、

退院後の支援、新生児医療 

妊娠の異常と看護 

妊娠悪阻、妊婦高血圧症候群、糖尿病・妊娠糖尿病、常

位胎盤早期剥離、前置胎盤、胎児発育不全、流産・切迫

流産、切迫早産、異所性妊娠、分娩予定日を過ぎた妊婦

への看護、妊娠性貧血の予防・看護 

分娩の異常と看護 

胎児機能不全、産道の異常、娩出力の異常、胎児、胎児

付属物の異常、分娩時の母体損傷、異常出血、参加ショ

ック、播種性血管内凝固、胎児死亡 

産褥の異常と看護 
産褥熱、子宮復古不全、尿路感染症 

乳房の異常、産褥期精神障害 

新生児の異常と看護 
新生児仮死、新生児感染症、分娩時外傷のある児、新

生児黄疸、低出生体重児 

 

新生児の沐浴技術 

 

 

新生児の沐浴と清拭試験 

 

試験  試験 

評価 

基準 

100点満点とし、6割以上を合格とする。また、授業時間数の 3分の 2以上の出席が必要となる。 

評価 

方法 

出席状況と講義への参加態度、筆記試験などで総合的に評価する。 

教科書 

看護学入門 12 母性の看護 

必要時、資料等は配布する。 

 

履修上の 

注意点 

 

 


